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令和２年度 新生物（悪性及び良性・その他の新生物）の動向に関する調査 

 

令和４年 11 月 

健康保険組合連合会 

政策部 調査分析グループ 

 

本調査は、1,250 組合提供の診療報酬明細書（レセプト）データをもとに、令和 2 年

度の新生物（悪性及び良性・その他の新生物）の受診状況及び医療費の動向をとりま

とめたものです。 

 

【調査結果のポイント】 

１．新生物の医療費の概況 

（医療費及び構成割合） 

○ 疾病医療費総額（3 兆 491 億円）に占める新生物 11 疾患医療費の割合は、12.7%

（3,862 億円）。 

（対前年度比伸び率） 

○ 新生物は 0.5%の増加、医科入院：▲2.6%減、医科入院外：2.7%増。 

２．新生物 11 疾患の受診状況 

（加入者 1,000 人当たり受診者数（年度平均）） 

○ 医科入院では、その他の新生物が 0.49 人と最も多く、次いで、良性新生物：0.36

人、結腸の悪性新生物：0.17 人。 

○ 医科入院外では、良性新生物が 14.03 人と最も多く、次いで、その他の新生物：

7.63 人、結腸の悪性新生物：2.96 人。 

３．新生物 11 疾患でみた医療費の動向 

（医療費及び構成割合） 

○ 医科入院（7,786 億円）に占める新生物医療費（1,590 億円）の割合は 20.4%。

その他の悪性新生物が 6.4%（497 億円）と最も高く、次いで、良性新生物：4.4%

（341 億円）、乳房の悪性新生物：1.8%（141 億円）。 

○ 医科入院外（2 兆 2,705 億円）に占める新生物医療費（2,272 億円）の割合は

10.0%。その他の悪性新生物が 2.8%（636 億円）と最も高く、次いで、乳房の

悪性新生物：1.8%（420 億円）、良性新生物：1.7%（391 億円）。 

（受診者１人当たり医療費） 

○ 医科入院では、白血病：964 万 3,312 円が最も高く、次いで、悪性リンパ腫：

646 万 8,552 円、直腸の悪性新生物（586 万 929 円）。 

○ 医科入院外では、白血病：167 万 2,198 円が最も高く、次いで、乳房の悪性新

生物：64 万 9,580 円、③直腸の悪性新生物：59 万 469 円。 
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本調査における留意点、用語の定義 

 

１．新生物（悪性及び良性・その他の新生物）について 

調査対象は、疾病 19 分類上の「新生物」以下 11 疾患としている。 

疾患名 疾病コード 

①胃の悪性新生物 0201 

②結腸の悪性新生物 0202 

③直腸の悪性新生物 0203 

④肝・肝内胆管の悪性新生物 0204 

⑤気管・肺の悪性新生物 0205 

⑥乳房の悪性新生物 0206 

⑦子宮の悪性新生物 0207 

⑧悪性リンパ腫 0208 

⑨白血病 0209 

⑩その他の悪性新生物  ＊1 0210 

⑪良性・その他の新生物 ＊2 0211 

＊１「その他の悪性新生物」（0210）の例： 

      その他のリンパ組織，造血組織及び関連組織の悪性新生物、その他の悪性新生物 

＊２「良性・その他の新生物」（0211）の例： 

   子宮頚（部）の上皮内癌、その他の上皮内新生物、皮膚の良性新生物、乳房の良性新生

物、子宮平滑筋腫、卵巣の良性新生物、腎尿路の良性新生物、中枢神経系のその他の新

生物、その他の新生物-等 

 

２．調査対象 1,250 組合の医療費データ及び加入者数 

1,250 組合の診療報酬明細書（レセプト）データを集計対象とした。また、対前年度

比伸び率の算出にあたっては、1,250 組合のうち、データ提供のあった令和２年度と元

年度同一の 1,219 組合を集計対象としている。  

 

ａ）集計対象とした診療報酬明細書（レセプト）データ 

1,250 組合 レセプト件数（件） 医療費総額（円） 

医科・調剤【計】 217,280,187 3,162,085,792,540 

 医科 133,092,432 2,378,182,832,180 

 調剤 84,187,755 783,902,960,360 

 

1,250 組合 加入者数（人） 

本人・家族【計】 25,107,907 

 本人 14,518,174 

家族 10,589,790 
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ｂ）対前年度比伸び率：1,219 組合（1,250 組合のうち令和２年度と元年度同一組合） 

1,219 組合 レセプト件数（件） 医療費総額（円） 

 令和２年度 令和元年度 令和２年度 令和元年度 

医科・調剤【計】 212,681,027 245,168,210 3,094,506,970,530 3,289,223,574,834 
 

医科 130,294,423 150,247,091 2,327,395,123,880 2,490,772,434,804 

 
調剤 82,386,604 94,921,119 767,111,846,650 798,451,140,030 

 

1,219 組合 加入者数（人） 

 令和２年度 令和元年度 

本人・家族【計】 24,595,834 24,682,678 

 本人 14,239,547 14,154,967 

家族 10,356,342 10,527,836 

 

３．疾病別医療費及び受診者数の取り扱いについて 

○ 本調査の疾病分類医療費及び受診者数は、１枚の診療報酬明細書（レセプト）に記

載された 1 ないし複数の疾病名に対して、各疾病名に結び付く診療行為や薬剤の点

数を分配し、疾病名ごとに医療費及び受診者数を振り分けた結果に基づき算出した、

推計医療費及び推計受診者数である。 

○ また、入院外の医療費ついては、上記同様の手法により医科レセプトと紐づく調剤

レセプトから傷病名ごとに調剤医療費を分配し合算しているため、調剤医療費を含

んだ金額となっている。 

○ このため、診療区分別医療費を合計した医療費【計】と疾病分類別医療費を合計し

た疾病分類医療費【計】が必ずしも一致しない場合がある。 

○ なお、公的な疾病統計におけるレセプトに記載された 1 ないし複数の傷病名のうち、

主傷病となる代表疾病に基づいた、1 レセプト 1 傷病名による医療費及び受診者数

とは異なる点に留意されたい。 

 

４．用語の定義 

① 加入者１人当たり医療費 

当該年度の医療費を、当該年度の平均加入者数（各月末の加入者数の和を 12 で除し

たもの）で除したもの。 

 

② 受診率（1,000 人当たりレセプト件数） 

当該年度のレセプト件数を、当該年度の平均加入者数（各月末の加入者数の和を 12

で除したもの）で除し 1,000 倍したもの。 
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③ レセプト１件当たり日数 

当該年度の診療実日数をレセプト件数で除したもの。 

 

④ １日当たり医療費 

当該年度の医療費を診療実日数で除したもの。 

 

⑤ 加入者１人当たり医療費の３要素分解 

加入者 1 人当たり医療費は、受診率、1 件当たり日数、1 日当たり医療費の積に分

解することができる。 

（※加入者 1 人当たり医療費＝受診率×1 件当たり日数×1 日当たり医療費） 

 

⑥ 平均受診者数 

当該年度の各月の受診者数の和を 12 で除したもの。これは、組合提供の月別の医療

費データは集計値であり、受診者数については当該月に報告のあった受診者数に他の

月と同一の受診者が計上される場合があることから、当該年度の集計にあたっては、

各月の受診者数を累計した値を 12 で除した推計値を用いている。 

 

⑦ 加入者 1,000 人当たり受診者数（年度平均） 

当該年度の平均受診者数を、当該年度の平均加入者数（各月末の加入者数の和を 12

で除したもの）で除し 1,000 倍したもの。 

 

⑧ 受診者１人当たり医療費 

当該年度の医療費を、当該年度の平均受診者数で除したもの。 

なお、上記①の加入者１人当たり医療費は、加入者１人当たり受診者数、受診者１

人当たり医療費に分解することができる。 

（※加入者１人当たり医療費＝加入者１人当たり受診者数×受診者１人当たり医療費） 

 

⑨ 推計平均在院日数 

退院日を含む平均在院日数の推計値。 

 

⑩ 推計 1 入院当たり医療費 

入院患者 1 人に掛かる入院してから退院までの医療費の推計値。 

 

⑪ 加入者 1,000 人当たり推計新規入院件数 

当該年度の 4 月～3 月までの各月に入院した患者数の合計（推計）を 1,000 倍した

もの。 

 



6 

 

１．疾病 19 分類「新生物（悪性及び良性・その他の新生物）」 

（１）医療費の概況 

① 医療費及び構成割合 

○ 疾病分類医療費計（3 兆 491 億円）に占める新生物の割合は 12.7%（3,862 億円）

となっている。 

○ 新生物（12.7%）の内訳は、医科入院：5.2%、医科入院外：7.5%。 

 

令和２年度 医療費及び構成割合 
 

医療費（円） 構成割合（%） 

疾病分類【計】 3,049,106,580,740  （100）  

新生物     386,232,115,740  12.7 

（
再
掲
） 

医科入院   
 

158,985,026,930   5.2 

医科入院外   227,247,088,810   7.5 

 

令和２年度 疾病 19 分類別医療費構成割合 

【医科計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊目的用コード 

1.0% 

新 生 物

12.7%

内分泌・栄養・代謝疾患

10.1%

循環器系疾患

10.0%

呼吸器系疾患

10.0%

消化器系疾患

7.8%
筋骨格系・結合組織疾患

6.8%

皮膚・皮下組織疾患

6.3%

腎尿路生殖器系疾患

5.3%

眼・付属器疾患

4.7%

神経系疾患

4.7%

精神・行動障害

4.5%

損傷・中毒・外因性

3.8%

感染症・寄生虫症

3.3%

その他

3.2%

血液・造血器・免疫障害

2.0%

妊娠・分娩・産じょく

1.5%

耳・乳様突起疾患

1.1%

特殊目的用コード

1.0%
先天奇形変形・染色体異常

0.8%

周産期発生病態

0.4%
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② 対前年度比伸び率 

○ 新生物は 0.5%の増加、入院は▲2.6 減少、入院外は 2.7%増加した。 

 

令和２年度 対前年度比伸び率（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 

 伸び率（％） 

疾病分類【計】 ▲5.9 

 

新生物【計】 0.5 

 
医科入院 ▲2.6 

医科入院外 2.7 

 

参考：疾病 19 分類別医療費構成割合【医科計】（前年度調査との比較） 

疾病分類名 
令和２年度 

（1,250 組合） 

（参考）元年度調査 

（1,295 組合） 

新 生 物 12.7% 11.9% 

内分泌・栄養・代謝疾患 10.1% 9.4% 

循環器系疾患 10.0% 9.7% 

呼吸器系疾患 10.0% 14.3% 

消化器系疾患 7.8% 7.3% 

筋骨格系・結合組織疾患 6.8% 6.6% 

皮膚・皮下組織疾患 6.3% 5.6% 

腎尿路生殖器系疾患 5.3% 4.9% 

眼・付属器疾患 4.7% 4.4% 

神経系疾患 4.7% 4.2% 

精神・行動障害 4.5% 4.3% 

損傷・中毒・外因性 3.8% 3.9% 

感染症・寄生虫症 3.3% 3.7% 

その他 3.2% 4.0% 

血液・造血器・免疫障害 2.0% 1.8% 

妊娠・分娩・産じょく 1.5% 1.4% 

耳・乳様突起疾患 1.1% 1.3% 

特殊目的用コード 1.0% 0.0% 

先天奇形変形・染色体異常 0.8% 0.8% 

周産期発生病態 0.4% 0.4% 

 注）円グラフ及び表中の「その他」は、「症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類され

ないもの」、「健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用」、「不詳」である（以下、同じ）。 
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6,332 
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834 

1,007 

1,480 
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206 

5,153 

1,491 

2,642 

284 

2,015 

1,152 

1,615 

508 

566 

582 

2,390 

335 

0 3,000 6,000 9,000 12,000

感染症・寄生虫症

新 生 物

血液・造血器・免疫障害

内分泌・栄養・代謝疾患

精神・行動障害

神経系疾患

眼・付属器疾患

耳・乳様突起疾患

循環器系疾患

呼吸器系疾患

消化器系疾患

皮膚・皮下組織疾患

筋骨格系・結合組織疾患

腎尿路生殖器系疾患

妊娠・分娩・産じょく

周産期発生病態

先天奇形変形・染色体異常

他に分類されないもの

損傷・中毒・外因性

特殊目的用コード

令和２年度

疾病19分類別加入者１人当たり医療費（円）

【医科入院】
（円）

 

（２）入院・入院外別にみた医療費の動向 

１）医科入院 

① 加入者１人当たり医療費 

○ 新生物は 6,332 円と、疾病 19 分類中、最も高い。 
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② 対前年度比伸び率 

○ 新生物は▲2.2%減少。要因として、1 日当たり医療費が 3.6%増加したが、受診率が

▲5.9%と大きく減少した。 

 

令和２年度【医科入院】対前年度比伸び率（％）（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 

 

 

                                                      

1 加入者 1 人当たり医療費＝受診率×1 件当たり日数×1 日当たり医療費 

疾病分類名 
加入者 1 人当たり

医療費1 
受診率 

1 件当たり 

日数 

1 日当たり 

医療費 

感染症・寄生虫症 ▲18.1 ▲20.8 10.4 ▲6.3 

新 生 物 ▲2.2 ▲5.9 0.2 3.6 

血液・造血器・免疫障害 ▲6.2 ▲4.0 0.2 ▲2.5 

内分泌・栄養・代謝疾患 ▲9.8 ▲9.8 4.0 ▲3.9 

精神・行動障害 ▲5.3 ▲6.1 0.5 0.4 

神経系疾患 ▲4.8 ▲9.0 3.0 1.7 

眼・付属器疾患 ▲6.6 ▲9.8 4.1 ▲0.4 

耳・乳様突起疾患 ▲21.5 ▲28.0 10.0 ▲0.9 

循環器系疾患 ▲3.4 ▲6.2 1.3 1.8 

呼吸器系疾患 ▲34.6 ▲30.0 12.6 ▲17.2 

消化器系疾患 ▲5.7 ▲6.6 0.8 0.3 

皮膚・皮下組織疾患 ▲10.7 ▲7.2 3.3 ▲6.8 

筋骨格系・結合組織疾患 ▲3.9 ▲6.1 ▲0.8 3.2 

腎尿路生殖器系疾患 ▲6.5 ▲7.1 0.7 ▲0.1 

妊娠・分娩・産じょく ▲3.6 ▲3.1 ▲3.2 2.8 

周産期発生病態 ▲0.4 ▲7.4 1.5 6.0 

先天奇形変形・染色体異常 ▲7.4 ▲9.4 2.2 0.1 

他に分類されないもの ▲11.1 ▲8.1 2.3 ▲5.3 

損傷・中毒・外因性 ▲9.5 ▲6.9 0.3 ▲3.1 

特殊目的用コード - - - - 
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3,370 

9,051 

1,780 

11,440 

4,502 

4,172 

5,140 

1,151 

7,051 

10,635 

6,828 

7,344 

6,288 

5,266 

162 

36 

406 

1,280 

2,256 

823 

0 3,000 6,000 9,000 12,000

感染症・寄生虫症

新 生 物

血液・造血器・免疫障害

内分泌・栄養・代謝疾患

精神・行動障害

神経系疾患

眼・付属器疾患

耳・乳様突起疾患

循環器系疾患

呼吸器系疾患

消化器系疾患

皮膚・皮下組織疾患

筋骨格系・結合組織疾患

腎尿路生殖器系疾患

妊娠・分娩・産じょく

周産期発生病態

先天奇形変形・染色体異常

他に分類されないもの

損傷・中毒・外因性

特殊目的用コード

令和２年度

疾病19分類別加入者１人当たり医療費（円）

【医科入院外】
（円）

 

 

２）医科入院外 

① 加入者１人当たり医療費 

○ 新生物は 9,051 円で、疾病 19 分類中、内分泌・栄養・代謝：1 万 1,440 円、呼吸器

系疾患１万 635 円に次いで高い。 
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② 対前年度比伸び率 

○ 新生物は 3.1%増加した。要因として、受診率が▲1.5%減少した一方、1 日当たり医

療費が 4.1%と大きく増加した。 

 

令和２年度【医科入院外】対前年度比伸び率（％）（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

疾病分類名 
加入者 1 人当たり2 

医療費 
受診率 

1 件当たり 

日数 

1 日当たり 

医療費 

感染症・寄生虫症 ▲15.9 ▲24.3 0.6 10.5 

新 生 物 3.1 ▲1.5 0.6 4.1 

血液・造血器・免疫障害 8.6 ▲1.4 ▲0.6 10.6 

内分泌・栄養・代謝疾患 2.5 0.2 ▲1.4 3.5 

精神・行動障害 1.6 2.2 ▲0.7 0.2 

神経系疾患 6.4 2.1 ▲0.6 5.3 

眼・付属器疾患 1.9 ▲5.6 ▲0.8 8.7 

耳・乳様突起疾患 ▲16.4 ▲20.2 ▲7.6 14.0 

循環器系疾患 ▲1.1 0.2 ▲0.7 ▲0.2 

呼吸器系疾患 ▲34.9 ▲34.8 ▲4.6 4.6 

消化器系疾患 2.7 ▲5.6 0.0 9.4 

皮膚・皮下組織疾患 6.5 ▲0.1 ▲2.7 9.7 

筋骨格系・結合組織疾患 ▲1.1 ▲3.7 1.5 1.3 

腎尿路生殖器系疾患 3.0 ▲0.3 ▲1.2 4.2 

妊娠・分娩・産じょく ▲1.8 ▲3.8 ▲0.5 3.2 

周産期発生病態 2.8 ▲3.9 ▲1.9 7.0 

先天奇形変形・染色体異常 0.0 ▲0.9 0.0 1.4 

他に分類されないもの ▲3.4 ▲12.1 0.0 9.8 

損傷・中毒・外因性 ▲7.4 ▲6.8 1.4 ▲2.2 

特殊目的用コード - - - - 

 

 

 

                                                      

2 加入者 1 人当たり医療費＝受診率×1 件当たり日数×1 日当たり医療費 
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２．新生物 11 疾患の受診状況 

（１）加入者 1,000 人当たり受診者数（年度平均） 

１）医科入院 

○ 新生物全体では 1.53 人。その他の悪性新生物が 0.49 人と最も多く、次いで、良性新

生物：0.36 人、結腸の悪性新生物：0.17 人。 

受診者数及び加入者 1,000 人当たり受診者数（年度平均） 

医科入院 
受診者数（年度平均） 

（人） 

加入者 1,000 人当たり 

受診者数（人） 

胃の悪性新生物 2,050 0.08 

結腸の悪性新生物 4,173 0.17 

直腸の悪性新生物 1,190 0.05 

肝・肝内胆管の悪性新生物 771 0.03 

気管・肺の悪性新生物 2,390 0.10 

乳房の悪性新生物 2,548 0.10 

子宮の悪性新生物 1,961 0.08 

悪性リンパ腫 1,261 0.05 

白血病 895 0.04 

その他の悪性新生物 12,304 0.49 

良性新生物 8,940 0.36 

合計 38,483 1.53 

0.08

0.17

0.05

0.03

0.10

0.10

0.08

0.05

0.04

0.49

0.36

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.45 0.50

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他の悪性新生物

良性新生物

令和2年度

加入者1,000人当たり受診者数（年度平均）

【医科入院】 （人） 
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２）医科入院外 

○ 新生物全体では 35.27 人。良性新生物が 14.03 人と最も多く、次いで、その他の悪性

新生物：7.63 人、結腸の悪性新生物：2.96 人。 

受診者数及び加入者１,000 人当たり受診者数（年度平均） 

医科入院外 
受診者数（年度平均） 

（人） 

加入者 1,000 人当たり 

受診者数（人） 

胃の悪性新生物 60,332 2.40 

結腸の悪性新生物 74,248 2.96 

直腸の悪性新生物 11,274 0.45 

肝・肝内胆管の悪性新生物 25,703 1.02 

気管・肺の悪性新生物 33,046 1.32 

乳房の悪性新生物 64,653 2.58 

子宮の悪性新生物 46,759 1.86 

悪性リンパ腫 17,024 0.68 

白血病 8,799 0.35 

その他の悪性新生物 191,522 7.63 

良性新生物 352,163 14.03 

合計 885,522 35.27 

2.40

2.96

0.45

1.02

1.32

2.58

1.86

0.68

0.35

7.63

14.03

0.00 3.00 6.00 9.00 12.00 15.00

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他の悪性新生物

良性新生物

令和2年度

加入者1,000人当たり受診者数（年度平均）

【医科入院外】 （人） 
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（２）受診者数（年度平均）の構成割合 

１）医科入院 

○ 受診者数（年度平均）3 万 8,483 人のうち、①その他の悪性新生物：32.0%、②良

性新生物：23.2％、③結腸の悪性新生物：10.8%となっている。 

 

 

 

 

その他の悪性新生物

32.0 

良性新生物

23.2 

結腸の悪性新生物 10.8 乳房の悪性新生物 6.6 気管・肺の悪性新生物 6.2 

5.3 5.1 3.3 3.1 2.3 

2.0 

新生物11疾患受診者数（年度平均）の構成割合（％）

【医科入院】

受診者数（年度平均）3万8,483人（100%）

その他の悪性新生物 良性新生物 結腸の悪性新生物

乳房の悪性新生物 気管・肺の悪性新生物 胃の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫 直腸の悪性新生物

白血病 肝・肝内胆管の悪性新生物
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２）医科入院外 

○ 受診者数（年度平均）88 万 5,522 人のうち、①良性新生物：39.8%、②その他の悪

性新生物：21.6%、③結腸の悪性新生物：8.4%となっている 

良性新生物

39.8 

その他の悪性新生物

21.6 

結腸の悪性新生物 8.4 乳房の悪性新生物 7.3 胃の悪性新生物 6.8 

5.3 3.7 2.9 1.9 

1.3 1.0 

新生物11疾患受診者数（年度平均）の構成割合（％）

【医科入院外】

受診者数（年度平均）88万5,522人（100%）

良性新生物 その他の悪性新生物 結腸の悪性新生物

乳房の悪性新生物 胃の悪性新生物 子宮の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物 悪性リンパ腫

直腸の悪性新生物 白血病
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良性新生物

957 

その他の悪性新生物

2,181 

乳房の悪性新生物 429 

気管・肺の悪性新生物 433 結腸の悪性新生物 779 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度 年齢階層別 新生物11疾患 受診者数（年度平均）

【医科入院】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫

白血病 その他の悪性新生物

良性新生物

受診者数【計】（年度平均）：3万8,488人

胃の悪性

352 

結腸の悪性

779 

直腸の悪性 251 肝・肝内胆管の悪性 129 

気管・肺の悪性

433 

乳房の悪性 429 子宮の悪性 284 悪性リンパ腫 209 白血病 104 

その他の悪性

2,181 

良性新生物

957 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

55-59歳

（人）

（３）年齢階層別にみた受診者数（年度平均）及び構成割合 

１）医科入院 

① 受診者数（年度平均） 

○ 総数（積み上げ）では 55-59 歳（6,108 人）が最も多く、次いで、60-64 歳（5,698 人）、50-54 歳（5,449 人）。 

○ 総数が最も多い 55-59 歳の疾患をみると、その他の悪性新生物（2,181 人）が最も多く、次いで、良性新生物（957 人）、結腸の悪

性新生物（779 人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 (493) (325) (326) (446) (664) (980) (1417) (2,103) (3151) (4,928) (5,449) (6,108) (5,698) (3,672) (2,728) 

（人） 
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0.3 

3.3 

3.6 

5.9 

胃の悪性新生物

8.4 

2.2 

9.5 

9.2 

12.3 

結腸の悪性新生物

12.0 

0.1 

0.8 

2.2 

3.9 

直腸の悪性新生物 3.7 

1.6 

1.3 

1.3 

2.2 

肝・肝内胆管の悪性新生物 3.2 

0.2 

3.1 

3.2 

7.1 

気管・肺の悪性新生物

11.4 

0.0 

1.2 

9.1 

7.2 

乳房の悪性新生物 3.5 

3.2 

8.5 

4.7 

子宮の悪性新生物 1.7 

4.5 

4.9 

2.4 

3.4 

悪性リンパ腫 3.9 

17.0 

5.3 

1.8 

1.7 

白血病 1.4 

24.8 

26.0 

25.1 

35.1 

その他の悪性新生物

39.3 

49.2 

41.6 

33.7 

16.6 

良性新生物

11.6 

0-14歳

15-29歳

30-49歳

50-64歳

65-74歳

令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 受診者数構成割合（%)

【医科入院】

 

 

② 構成割合 

〇 どの年齢層でも、良性新生物、その他の悪性新生物の割合が高く、それ以外についてみると、0-14 歳では、悪性リンパ腫（4.5％）、

結腸の悪性新生物（2.2％）、15-29 歳では、結腸の悪性新生物（9.５％）、白血病（5.3％）の割合が高い。 

〇 30-49 歳では、結腸の悪性新生物（9.2％）、乳房の悪性新生物（9.1％）、50-64 歳では、結腸の悪性新生物（12.3％）、乳房の悪性新

生物（7.2％）の割合がそれぞれ高い。 

〇 64-74 歳では、結腸の悪性新生物（12.0％）、気管・肺の悪性新生物（11.4％）、胃の悪性新生物（8.4％）の割合が高い。 
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5.8 7.1 7.9 9.05.5

9.9 10.2 8.8 7.9 8.4 9.1 9.9
11.9

12.8 12.2 11.9 12.0

5.4

7.1
8.8

10.8
12.2

6.7
9.6

11.2

9.5
7.0

5.2

5.1
7.9

9.2

8.8

8.2
6.5

6.1

5.8
5.1

15.2

21.2
15.6

9.9 5.1

23.7

26.5 24.8

25.8
27.0

25.4
25.0

23.4

24.1

26.4

31.4
35.7 38.0 39.4 39.154.6

44.3 46.0

39.0 41.0 43.2 42.1
38.8

34.2
28.8

20.9
15.7 13.4 12.1 11.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 受診者数構成割合（%)

【医科入院】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物 直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物 気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫 白血病 その他の悪性新生物 良性新生物

（参考①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）グラフ中の構成割合の数値は 5%以上を記載。 
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良性新生物

48,664 

その他の悪性新生物

28,340 

子宮の悪性新生物 8,929 

乳房の悪性新生物 14,270 
結腸の悪性新生物 11,701 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度 年齢階層別 新生物11疾患 受診者数（年度平均）

【医科入院外】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫

白血病 その他の悪性新生物

良性新生物

受診者数【計】（年度平均）：88万5,531人

胃の悪性

8,932 

結腸の悪性

11,701 

直腸の悪性 1,714 
肝・肝内胆管の悪性 4,024 気管・肺の悪性 4,662 

乳房の悪性

14,270 

子宮の悪性

8,929 

悪性リンパ腫 2,250 白血病 1,154 

その他の悪性

28,340 

良性新生物

48,664 

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

50-54歳

（人）

 

２）医科入院外 

① 受診者数（年度平均） 

〇 総数（積み上げ）では 50-54 歳（13 万 4,640 人）が最も多く、次いで、45-49 歳（13 万 1,825 人）、55-59 歳（12 万 5,410 人）。 

〇 50-54 歳の疾患をみると、良性新生物（4 万 8,664 人）が最も多く、次いで、その他の悪性新生物（2 万 8,340 人）、乳房の悪性新生

物（1 万 4,270 人）。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 (5,338) (7,051) (8,836) (11,864) (21,776) (33,066) (44,746) (63,170) (90,933) (131,825) (134,640) (125,410) (103,118) (60,888) (42,870) 

（人） 
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0.1

3.2
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7.9

胃の悪性新生物
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0.4

4.7

7.3
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2.4
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肝・肝内胆管の悪性新生物 3.7

0.2

1.7

2.4

4.6

気管・肺の悪性新生物 7.1

0.1

1.3

7.6

9.0

乳房の悪性新生物 5.5

0.0

5.3

7.5

4.7

子宮の悪性新生物 1.5

3.1

2.5

1.5

2.0

悪性リンパ腫 2.4

3.9

1.6

0.8

0.9

白血病 0.8

8.9

11.3

15.6

25.9

その他の悪性新生物

35.3

81.9

66.0

48.4

30.2

良性新生物

20.5

0-14歳

15-29歳

30-49歳

50-64歳

65-74歳

令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 受診者数構成割合（%)

【医科入院外】

 

 

②  構成割合 

○ どの年齢層でも良性新生物とその他の悪性新生物の割合が高く、それ以外についてみると、0-14 歳は、白血病（3.9％）、悪性リン

パ腫（3.1％）、15-29 歳は、子宮の悪性新生物（5.3％）、結腸の悪性新生物（4.7％）の割合がそれぞれ高い。 

○ 30-49 歳では、乳房の悪性新生物（7.6％）、子宮の悪性新生物（7.5％）、50-64 歳では、結腸の悪性新生物（9.8％）、乳房の悪性新

生物（9.0％）の割合がそれぞれ高い。 

○ 65-74 歳では、結腸の悪性新生物（10.7％）、胃の悪性新生物（10.3％）、気管・肺の悪性新生物（7.1％）の割合が高い。 
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令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 受診者数構成割合（%)

【医科入院外】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物 直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物 気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫 白血病 その他の悪性新生物 良性新生物

（参考②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）グラフ中の構成割合の数値は 5%以上を記載。 
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良性新生物

12.1

その他の悪性新生物

43.3

気管・肺の悪性新生物

13.5

結腸の悪性新生物 13.3

胃の悪性新生物 9.9

0

20

40

60

80

100

120

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度 加入者1,000人当たり受診者数

【医科入院】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫

白血病 その他の悪性新生物

良性新生物

（人）

胃の悪性

9.9

結腸の悪性

13.3

直腸の悪性 3.8
肝・肝内胆管の悪性 4.0

気管・肺の悪性

13.5

乳房の悪性 3.3 子宮の悪性 1.6 悪性リンパ腫 4.3
白血病 1.5

その他の悪性

43.3

良性新生物

12.1

0 20 40 60 80 100

70-74歳

（人）

（４）年齢階層別にみた加入者 1,000 人当たり受診者数 

１）医科入院 

○ 総数（積み上げ）では 70-74 歳（110.6 人）が最も多く、次いで、65-69 歳（79.0 人）、60-64 歳（55.9 人）。 

○ 70-74 歳では、その他の悪性新生物（43.3 人）が最も多く、次いで、気管・肺の悪性新生物（13.5 人）、結腸の悪性新生物（13.3 人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

合計 (4.2)  (2.6) (2.5) (3.3) (4.3) (6.2) (8.8) (11.9) (16.4) (22.3) (28.2) (39.2) (55.9) (79.0) (110.6) 
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胃の悪性

184.0

結腸の悪性

185.9

直腸の悪性 36.3
肝・肝内胆管の悪性 62.3 気管・肺の悪性 129.1

乳房の悪性

86.0

子宮の悪性 22.4 悪性リンパ腫 41.6 白血病 13.3

その他の悪性

634.7

良性新生物

342.2

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

70-74歳

（人）

良性新生物

342.2

その他の悪性新生物

634.7

気管・肺の悪性新生物 129.1

結腸の悪性新生物 185.9

胃の悪性新生物 184.0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度 加入者1,000人当たり受診者数

【医科入院外】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 白血病

悪性リンパ腫 その他の悪性新生物

良性新生物

 

２）医科入院外 

○ 総数（積み上げ）では 70-74 歳（1,737.9 人）が最も多く、次いで、65-69 歳（1,309.5 人）、60-64 歳（1,012.5 人）。 

○ 70-74 歳では、その他の新生物（634.7 人）が最も多く、次いで、良性新生物（342.2 人）、結腸の悪性新生物（185.9 人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 (45.8) (55.5) (68.8) (88.6) (141.2) (208.5) (276.4) (358.0) (473.1) (595.7) (697.4) (804.3) (1,012.5) (1,309.5) (1,737.9) 

（人） 
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３．新生物 11 疾患でみた医療費の動向 

（１）医療費の概況 

１）医科入院 

① 医療費及び構成割合 

○ 医科入院（7,786 億円）に占める 11 疾患医療費（1,590 億円）の割合は 20.4%。 

○ その他の悪性新生物が 6.4%（497 億円）と最も高く、次いで、良性新生物：4.4%

（341 億円）、乳房の悪性新生物：1.8%（141 億円）。 

 

令和２年度 医療費及び構成割合 

医科入院 医療費（円） 構成割合（％） 

疾病分類【計】 778,573,334,930 (100) 

 11 疾患【計】 158,985,026,930 20.4 

（
再
掲
） 

胃の悪性新生物 6,759,996,130 0.9 

結腸の悪性新生物 9,074,566,550 1.2 

直腸の悪性新生物 6,974,505,560 0.9 

肝・肝内胆管の悪性新生物 2,528,521,710 0.3 

気管・肺の悪性新生物 12,730,121,370 1.6 

乳房の悪性新生物 14,105,975,320 1.8 

子宮の悪性新生物 6,180,720,910 0.8 

悪性リンパ腫 8,156,844,480 1.0 

白血病 8,630,764,290 1.1 

その他の悪性新生物 49,700,624,410 6.4 

良性新生物 34,142,386,200 4.4 
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② 対前年度比伸び率 

○ 白血病が 10.0%と大きく増加。次いで、悪性リンパ腫：9.5%、肝・肝内胆管の悪性

新生物：4.4%。 

○ 胃の悪性新生物が▲12.5%と大きく減少。次いで、良性新生物：▲9.1%、肝・肝内

胆管の悪性新生物：▲4.4%。 

 

 

令和２年度 対前年度比伸び率（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 伸び率（％） 

胃の悪性新生物 ▲12.5 

結腸の悪性新生物 ▲3.0 

直腸の悪性新生物 ▲3.7 

肝・肝内胆管の悪性新生物 ▲4.4 

気管・肺の悪性新生物 ▲3.2 

乳房の悪性新生物 ▲1.2 

子宮の悪性新生物 4.4 

悪性リンパ腫 9.5 

白血病 10.0 

その他の悪性新生物 ▲0.6 

良性新生物 ▲9.1 
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③ 加入者１人当たり医療費及び３要素 

【加入者１人当たり医療費】 

○ その他の悪性新生物が 1,979 円と最も高く、次いで、良性新生物：1,360 円、乳房の

悪性新生物：562 円。 

【受診率】 

○ その他の悪性新生物が 6.0 件と最も多く、次いで、良性新生物：4.3 件、結腸の悪性

新生物：2.0 件。 

【１件当たり日数】 

○ 白血病が 18.9 日と最も長く、次いで、悪性リンパ腫：14.7 日、肝・肝内胆管の悪性

新生物：10.5 日。 

【１日当たり医療費】 

○ 乳房の悪性新生物が５万 9,444 円と最も高く、次いで、直腸の悪性新生物：４万 9,890

円、気管・肺の悪性新生物：４万 1,606 円。 

 

令和２年度 加入者１人当たり医療費及び３要素 

医科入院 
加入者 1 人当たり 

医療費(円) 

受診率 

(件/千人) 

1 件当たり 

日数(日) 

1 日当たり 

医療費(円) 

胃の悪性新生物 269 1.0 10.5 26,017 

結腸の悪性新生物 361 2.0 7.5 23,954 

直腸の悪性新生物 278 0.6 9.7 49,890 

肝・肝内胆管の悪性新生物 101 0.4 10.5 25,715 

気管・肺の悪性新生物 507 1.2 10.5 41,606 

乳房の悪性新生物 562 1.2 7.7 59,444 

子宮の悪性新生物 246 0.9 7.9 32,991 

悪性リンパ腫 325 0.6 14.7 36,140 

白血病 344 0.4 18.9 41,567 

その他の悪性新生物 1,979 6.0 10.3 32,286 

良性新生物 1,360 4.3 8.1 39,304 
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④ 加入者１人当たり医療費及び３要素の対前年度比伸び率 

○ 胃の悪性新生物が▲12.1%と大きく減少。要因として、受診率が▲8.8%と大きく減

少したほか、1 日当たり医療費が▲2.2%、1 件当たり日数が▲1.5%と減少した。 

○ 一方、白血病が 10.6%、悪性リンパ腫が 9.9%と大きく増加。要因として、受診率は

同▲2.7%、▲0.8%と減少したが、１日当たり医療費が同 14.9%、10.8%と大きく増

加した。 

 

令和２年度 対前年度比伸び率（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 
加入者 1 人当たり 

医療費 
受診率 

1 件当たり 

日数 

1 日当たり 

医療費 

胃の悪性新生物 ▲12.1 ▲ 8.8 ▲1.5 ▲ 2.2 

結腸の悪性新生物 ▲2.7 ▲ 5.3 ▲0.1 2.9 

直腸の悪性新生物 ▲3.5 ▲ 5.4 ▲0.2 2.3 

肝・肝内胆管の悪性新生物 ▲3.8 ▲ 7.1 ▲2.0 5.5 

気管・肺の悪性新生物 ▲2.9 ▲ 6.8 ▲1.2 5.5 

乳房の悪性新生物 ▲0.7 ▲2.7 ▲2.9 4.9 

子宮の悪性新生物 4.7 ▲0.2 ▲2.0 7.1 

悪性リンパ腫 9.9 ▲0.8 0.1 10.8 

白血病 10.6 ▲2.7 ▲1.4 14.9 

その他の悪性新生物 ▲0.3 ▲3.2 ▲1.3 4.5 

良性新生物 ▲8.8 ▲8.7 1.1 ▲1.1 
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２）医科入院外 

① 医療費構成割合 

○ 医科入院外（2 兆 2,705 億円）に占める 11 疾患医療費（2,272 億円）の割合は 10.0%。 

○ その他の悪性新生物が 2.8%（636 億円）と最も高く、次いで、乳房の悪性新生物：

1.8%（420 億円）、良性新生物：1.7%（391 億円）。 

 

令和２年度 医療費及び構成比 

医科入院外 医療費（円） 構成割合（％） 

疾病分類【計】 2,270,533,245,810 (100) 

 11 疾患【計】 227,247,088,810 10.0 

（
再
掲
） 

胃の悪性新生物 12,890,209,160 0.6 

結腸の悪性新生物 12,886,001,000 0.6 

直腸の悪性新生物 6,656,942,460 0.3 

肝・肝内胆管の悪性新生物 4,871,044,360 0.2 

気管・肺の悪性新生物 18,496,306,960 0.8 

乳房の悪性新生物 41,997,303,160 1.8 

子宮の悪性新生物 5,602,609,270 0.2 

悪性リンパ腫 6,480,109,790 0.3 

白血病 14,713,671,680 0.6 

その他の悪性新生物 63,589,902,270 2.8 

良性新生物 39,062,988,700 1.7 
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② 対前年度比伸び率 

○ 肝・肝内胆管の悪性新生物は 9.0%、悪性リンパ腫は 8.6%と大きく増加したのに続

き、白血病が 6.1%増加した。 

○ 一方、結腸の悪性新生物は▲4.0%と大きく減少したのに続き、直腸の悪性新生物が

▲2.0%、胃の悪性新生物が▲1.9%と減少した。 

 

令和２年度 対前年度比伸び率（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 伸び率（％） 

胃の悪性新生物 ▲1.9 

結腸の悪性新生物 ▲4.0 

直腸の悪性新生物 ▲2.0 

肝・肝内胆管の悪性新生物 9.0 

気管・肺の悪性新生物 5.6 

乳房の悪性新生物 3.4 

子宮の悪性新生物 0.4 

悪性リンパ腫 8.6 

白血病 6.1 

その他の悪性新生物 4.9 

良性新生物 ▲0.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

 

 

③ 加入者１人当たり医療費及び３要素 

【加入者１人当たり医療費】 

〇 その他の悪性新生物が 2,533 円と最も高く、次いで、乳房の悪性新生物：1,673 円、良性

新生物：1,556 円。 

【受診率】 

〇 良性新生物が 174.2 件と最も多く、次いで、その他の悪性新生物：95.2 件、結腸の悪性

新生物：36.3 件。 

【１件当たり日数】 

〇 悪性リンパ腫が 1.8 日と最も長く、次いで、直腸の悪性新生物：1.7 日。 

【１日当たり医療費】 

〇 白血病が 8 万 6,540 円と最も高く、次いで、乳房の悪性新生物：３万 1,072 円、直

腸の悪性新生物：２万 7,635 円。 

 

令和２年度 加入者１人当たり医療費及び３要素 

 
加入者 1 人当たり 

医療費 

受診率 

(件/千人) 

1 件当たり 

日数 

1 日当たり 

医療費 

胃の悪性新生物 513 29.3 1.7 10,526 

結腸の悪性新生物 513 36.3 1.7 8,403 

直腸の悪性新生物 265 5.6 1.7 27,635 

肝・肝内胆管の悪性新生物 194 12.5 1.5 10,086 

気管・肺の悪性新生物 737 16.5 1.6 27,153 

乳房の悪性新生物 1,673 32.8 1.6 31,072 

子宮の悪性新生物 223 22.7 1.6 6,214 

悪性リンパ腫 258 8.4 1.8 17,436 

白血病 586 4.3 1.6 86,540 

その他の悪性新生物 2,533 95.2 1.7 15,532 

良性新生物 1,556 174.2 1.5 5,961 
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④ 加入者１人当たり医療費及び３要素の対前年度比伸び率 

○ 肝・肝内胆管の悪性新生物が 9.6%、悪性リンパ腫が 8.9%と大きく増加した。要因

として、1 日当たり医療費がそれぞれ 9.3%、8.6%と大きく増加した。 

○ 一方、結腸の悪性新生物は▲3.8%と減少。要因として、1 件当たり日数が 1.8%増加

したが、1 日当たり医療費が▲4.4%、受診率が▲0.6%と減少した。 

 

令和２年度 対前年度比伸び率（※両年度同一の 1,219 組合ベース） 

 
加入者 1 人当たり 

医療費 
受診率 

1 件当たり 

日数 

1 日当たり 

医療費 

胃の悪性新生物 ▲1.5 ▲4.3 1.8 1.6 

結腸の悪性新生物 ▲3.8 ▲0.6 1.8 ▲4.4 

直腸の悪性新生物 ▲1.5 1.8 1.2 ▲4.4 

肝・肝内胆管の悪性新生物 9.6 0.0 0.0 9.3 

気管・肺の悪性新生物 5.9 ▲4.6 ▲0.6 11.6 

乳房の悪性新生物 3.8 0.2 ▲1.2 4.6 

子宮の悪性新生物 0.9 0.6 0.0 0.1 

悪性リンパ腫 8.9 ▲0.7 1.2 8.6 

白血病 6.5 ▲2.3 ▲1.3 10.0 

その他の悪性新生物 5.3 ▲0.6 0.6 5.0 

良性新生物 ▲0.2 ▲0.8 0.7 0.4 
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その他の悪性新生物

31.3 

良性新生物

21.5 

乳房の悪性新生物 8.9 気管・肺の悪性新生物 8.0 結腸の悪性新生物 5.7 

5.4 5.1 4.4 4.3 3.9 1.6 

その他の悪性新生物 良性新生物 乳房の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 結腸の悪性新生物 白血病

悪性リンパ腫 直腸の悪性新生物 胃の悪性新生物

子宮の悪性新生物 肝･肝内胆管の悪性新生物

 

（２）医療費の構成割合 

１）医科入院 

〇 その他の悪性新生物：31.3%が最も高く、次いで、良性新生物が 21.5%、乳房の悪性

新生物が 8.9%。 

 

新生物 11 疾患医療費の構成割合（％） 

【医科入院】 

 11 疾患計：1,589 億 8,502 万 6,930 円（100%）  
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その他の悪性新生物

28.0 

乳房の悪性新生物

18.5 

良性新生物

17.2 

気管・肺の悪性新生物 8.1 

白血病

6.5 
5.7 5.7 2.9 2.9 2.5 2.1 

その他の悪性新生物 乳房の悪性新生物 良性新生物

気管・肺の悪性新生物 白血病 胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物 直腸の悪性新生物 悪性リンパ腫

子宮の悪性新生物 肝･肝内胆管の悪性新生物

 

 

２）医科入院外 

〇 その他の悪性新生物：28.0%が最も高く、次いで、乳房の悪性新生物が 18.5%、良性

新生物が 17.2%。 

 

新生物 11 疾患医療費の構成割合（％） 

 【医科入院外】 

 11 疾患計：2,272 億 4,708 万 8,810 円（100%） 
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3,297,559 

2,174,591 

5,860,929 

3,279,535 

5,326,411 

5,536,097 

3,151,821 

6,468,552 

9,643,312 

4,039,388 

3,819,059 

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他の悪性新生物

良性新生物

令和2年度 受診者1人当たり医療費

【医科入院】

 

（３）受診者１人当たり医療費 

１）医科入院 

〇 白血病が 964 万 3,312 円と最も高く、次いで、悪性リンパ腫が 646 万 8,552 円、直

腸の悪性新生物が 586 万 929 円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 受診者１人当たり医療費 

1,250 組合 
受診者 1 人当たり3 

医療費(円) 

加入者 1,000 人当たり

受診者数(人) 

加入者 1 人当たり 

医療費(円) 

胃の悪性新生物 3,297,559 0.08 269 

結腸の悪性新生物 2,174,591 0.17 361 

直腸の悪性新生物 5,860,929 0.05 278 

肝・肝内胆管の悪性新生物 3,279,535 0.03 101 

気管・肺の悪性新生物 5,326,411 0.10 507 

乳房の悪性新生物 5,536,097 0.10 562 

子宮の悪性新生物 3,151,821 0.08 246 

悪性リンパ腫 6,468,552 0.05 325 

白血病 9,643,312 0.04 344 

その他の悪性新生物 4,039,388 0.49 1,979 

良性新生物 3,819,059 0.36 1,360 

                                                      

3 加入者１人当たり医療費＝加入者１人当たり受診者数×受診者１人当たり医療費 

（円） 
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213,655 

173,554 

590,469 

189,513 

559,714 

649,580 

119,819 

380,646 

1,672,198 

332,024 

110,923 

0 300,000 600,000 900,000 1,200,000 1,500,000 1,800,000

胃の悪性新生物

結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物

悪性リンパ腫

白血病

その他の悪性新生物

良性新生物

令和2年度 受診者1人当たり医療費

【医科入院外】

 

 

２）医科入院外 

〇 白血病が 167 万 2,198 円と圧倒的に高く、次いで、乳房の悪性新生物：64 万 9,580

円、直腸の悪性新生物：59 万 469 円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 受診者１人当たり医療費 

1,250 組合 
受診者 1 人当たり4 

医療費(円) 

加入者 1,000 人当たり

受診者数(人) 

加入者 1 人当たり 

医療費(円) 

胃の悪性新生物 213,655 2.40 513 

結腸の悪性新生物 173,554 2.96 513 

直腸の悪性新生物 590,469 0.45 265 

肝・肝内胆管の悪性新生物 189,513 1.02 194 

気管・肺の悪性新生物 559,714 1.32 737 

乳房の悪性新生物 649,580 2.58 1,673 

子宮の悪性新生物 119,819 1.86 223 

悪性リンパ腫 380,646 0.68 258 

白血病 1,672,198 0.35 586 

その他の悪性新生物 332,024 7.63 2,533 

良性新生物 110,923 14.03 1,556 

                                                      

4 加入者１人当たり医療費＝加入者１人当たり受診者数×受診者１人当たり医療費 

（円） 
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胃の悪性

12.0

結腸の悪性

17.9

直腸の悪性

14.8

肝・肝内胆管の悪性 4.1

気管・肺の悪性

24.6

乳房の悪性

22.1

子宮の悪性 12.0 悪性リンパ腫 15.9

白血病

9.1

その他の悪性

92.2

良性新生物

29.9

0 50 100 150 200 250

55-59歳

（億円）

良性新生物

29.9 

その他の悪性新生物

92.2 

乳房の悪性新生物 22.1 

気管・肺の悪性新生物 24.6 
結腸の悪性新生物 17.9 

0

50

100

150

200

250

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

（億円）

令和2年度 年齢階層別 新生物11医療費【医科入院】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫

白血病 その他の悪性新生物

良性新生物

11疾患医療費【計】1,589億8,502万6,930円

（４）年齢階層別にみた医療費及び構成割合 

１）医科入院 

① 医療費 

○ 総額（積み上げ）では 55-59 歳（254.5 億円）が最も高く、次いで、60-64 歳（239.8 億円）、50-54 歳（227.8 億円）。 

○ 55-59 歳の疾患をみると、その他の悪性新生物（92.2 億円）が最も多く、次いで、良性新生物（29.9 億）、気管・肺の悪性新生物

（24.6 億円）。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 合計：億円 (23.9) (17.3) (18.3) (18.2) (22.2) (33.6) (50.8) (83.5) (132.5) (209.1) (227.8) (254.5) (239.8) (152.3) (106.0) 
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30.1

44.7

23.5

良性新生物

7.9

27.4

21.4

28.7

その他の悪性新生物

39.8

34.3

8.0

3.7

白血病 2.9

5.2

5.1

4.3

悪性リンパ腫

6.5

0.1

4.2

5.3

子宮の悪性新生物 2.0

0.1

6.5

12.6

乳房の悪性新生物 4.9

0.5

2.0

6.7

気管・肺の悪性新生物

13.7

1.0

0.7

1.2

肝・肝内胆管の悪性新生物 2.7

0.1

1.9

4.8

直腸の悪性新生物 5.4

0.9

3.3

5.7

結腸の悪性新生物 7.4

0.4

2.1

3.6

胃の悪性新生物 6.8

0-19歳

20-39歳

40-59歳

60-74歳

令和２年度

年齢階層別 新生物11疾患の医療費構成割合（%）

【医科入院】

 

 

② 構成割合 

○ どの年齢階層区分でもその他の悪性新生物、良性新生物の割合が目立ち、それ以外についてみると、0-19 歳では白血病（34.3%）、

悪性リンパ腫（5.2%）、20-39 歳では白血病（8.0%）、乳房の悪性新生物（6.5%）の割合がそれぞれ高い。 

○ 40-59 歳では、乳房の悪性新生物（12.6%）、気管・肺の悪性新生物（6.7%）、結腸の悪性新生物（5.7%）の割合が高い。 

○ 60-74 歳では、気管・肺の悪性新生物（13.7%）、結腸の悪性新生物（7.4%）、胃の悪性新生物（6.8%）の割合が高い。 
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6.3 6.7 7.8
6.3 7.0

7.2 7.4 7.75.2
5.8

6.0 5.0
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33.3
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20.3
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36.5
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42.3
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32.7
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8.9 7.4 6.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 医療費構成割合（%)

【医科入院】
胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物 直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物 気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫 白血病 その他の悪性新生物 良性新生物

 

（参考③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）グラフ中の構成割合の数値は 5%以上を記載。 
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良性新生物

379.1 

その他の悪性新生物

1,233.3 

乳房の悪性新生物

769.6 

気管・肺の悪性新生物 359.5 

結腸の悪性新生物 231.7 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳

令和2年度 年齢階層別 新生物11疾患医療費【医科入院外】

胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物

直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫

白血病 その他の悪性新生物

良性新生物

11疾患医療費【計】2,272億4,708万8,810円

胃の悪性

22.0

結腸の悪性

23.2

直腸の悪性 14.7 肝・肝内胆管の悪性 8.4

気管・肺の悪性

36.0

乳房の悪性

77.0

子宮の悪性 7.1 悪性リンパ腫 10.6

白血病

22.1

その他の悪性

123.3

良性新生物

37.9

0 50 100 150 200 250 300 350

55-59歳

（億円）

 

２）医科入院外 

① 医療費 

○ 総額（積み上げ）では 55-59 歳（382.2 億円）が最も高く、次いで、50-54 歳（377.4 億円）、45-49 歳（331.0 億円）。 

○ 総額が最も高い 55-59 歳の疾患をみると、その他の悪性新生物（123.3 億円）が最も多く、次いで、乳房の悪性新生物（77.0 億円）、

良性新生物（37.9 億円）。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計：億円 (5.4) (5.5) (9.5) (17.2) (29.8) (51.0) (76.8) (127.1) (207.2) (331.0) (377.4) (382.2) (324.7) (197.2) (130.5) 
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64.0
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7.1
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14.9

25.4

その他の悪性新生物

39.7
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6.4

白血病

4.4
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3.6

2.3

悪性リンパ腫 3.5

0.3
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2.9

子宮の悪性新生物 0.9

0.3

11.3

23.4

乳房の悪性新生物
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1.3
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7.5

気管・肺の悪性新生物

11.7

1.4

1.8

1.9

肝・肝内胆管の悪性新生物 2.7

0.2

1.2

2.9

直腸の悪性新生物 3.8

2.1

5.8

5.5

結腸の悪性新生物 6.1

1.0

5.0

5.2

胃の悪性新生物

7.2

0-19歳

20-39歳

40-59歳

60-74歳

令和２年度

年齢階層別 新生物11疾患の医療費構成割合（%）

【医科入院外】

 

 

② 構成割合 

○ どの年齢階層区分でも良性新生物、その他の悪性新生物の割合が目立ち、それ以外についてみると、0-19 歳では白血病（11.7%）、

悪性リンパ腫（5.3%）、20-39 歳では、乳房の悪性新生物（11.3%）、白血病（11.0%）の割合がそれぞれ高い。 

○ 40-59 歳では、乳房の悪性新生物（23.4%）、気管・肺の悪性新生物（7.5%）、白血病（6.4%）の割合が高い。 

○ 60-74 歳では、乳房の悪性新生物（12.8%）、気管・肺の悪性新生物（11.7%）、胃の悪性新生物（7.2%）の割合が高い。 
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令和2年度

年齢階層別 新生物11疾患 医療費構成割合（%)

【医科入院外】
胃の悪性新生物 結腸の悪性新生物 直腸の悪性新生物 肝・肝内胆管の悪性新生物 気管・肺の悪性新生物 乳房の悪性新生物

子宮の悪性新生物 悪性リンパ腫 白血病 その他の悪性新生物 良性新生物

 

（参考④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）グラフ中の構成割合の数値は 5%以上を記載。 
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48.20 

27.30 
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15.51 

15.47 

15.00 

13.76 

10.61 

10.35 

9.96 

9.67 
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その他の悪性新生物

直腸の悪性新生物

良性・その他の新生物

子宮の悪性新生物

乳房の悪性新生物

結腸の悪性新生物

令和２年度 推計平均在院日数：医科入院

（日）

2,003,472 

986,709 

686,347 

645,309 

592,224 

484,226 

417,160 

402,353 

399,419 

341,365 

231,651 

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

白血病

悪性リンパ腫

直腸の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

乳房の悪性新生物

その他の悪性新生物

良性・その他の新生物

胃の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

子宮の悪性新生物

結腸の悪性新生物

令和２年度 推計１入院当たり医療費
（円）

 

（５）推計平均在院日数及び推計１入院当たり医療費、推計新規入院件数 

１）推計平均在院日数 

○ 白血病が 48.20 日と最も長く、次いで、悪性リンパ腫：27.30 日、肝・肝内胆管

の悪性新生物：15.53 日。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）推計１入院当たり医療費 

○ 白血病が 200 万 3,472 円と最も高く、次いで、悪性リンパ腫：98 万 6,709 円、

直腸の悪性新生物：68 万 6,347 円。 
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4.09 

3.26 

1.56 

0.95 

0.79 

0.72 

0.67 

0.40 

0.33 

0.25 

0.17 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

その他の悪性新生物

良性・その他の新生物

結腸の悪性新生物

乳房の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

子宮の悪性新生物

胃の悪性新生物

直腸の悪性新生物

悪性リンパ腫

肝・肝内胆管の悪性新生物

白血病

令和２年度 1,000人当たり推計新規入院件数

（件）

 

３）加入者 1,000 人当たり推計新規入院件数 

○ その他の悪性新生物：4.09 件が最も高く、次いで、良性・その他の新生物：3.26

件、③結腸の悪性新生物：1.56 件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計平均在院日数及び推計 1 入院当たり医療費、推計新規入院件数 

 
推計平均在院日数 

（日）5 
推計 1 入院当たり
医療費（円）6 

加入者 1,000 人 
当たり推計新規 
入院件数（件）7 

胃の悪性新生物 15.47 402,353 0.67 

結腸の悪性新生物 9.67 231,651 1.56 

直腸の悪性新生物 13.76 686,347 0.40 

肝・肝内胆管の悪性新生物 15.53 399,419 0.25 

気管・肺の悪性新生物 15.51 645,309 0.79 

乳房の悪性新生物 9.96 592,224 0.95 

子宮の悪性新生物 10.35 341,365 0.72 

悪性リンパ腫 27.30 986,709 0.33 

白血病 48.20 2,003,472 0.17 

その他の悪性新生物 15.00 484,226 4.09 

良性新生物 10.61 417,160 3.26 

                                                      
5 退院日を含む平均在院日数の推計値である。 

6 入院患者 1 人に掛かる入院してから退院までの医療費の推計値である。 

7 当該年度の 4 月～3 月までの各月に入院した患者数の合計（推計）を 1,000 倍したものである。 

なお、「入院医療費の 3 要素分解」については次頁（p44）を参照のこと。 
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【参考】入院医療費の３要素分解について 

入院医療費は、①【推計新規入院件数】（入院発生）、②【推計平均在院日数】（入院

期間）、③【入院の 1 日当たり医療費】（入院単価）―の 3 要素の積に分解でき、さら

に、「推計新規入院件数」と「推計 1 入院当たり医療費」（＊推計平均在院日数に入院

の 1 日当たり医療費を乗じて得た 1 入院当たり医療費）の積に分解できます。 

 

推計平均在院日数 

 

推計平均在院日数 ＝ 1 件当たり日数  × 

推計 1 入院当たり医療費 

推計 1 入院当たり医療費 ＝ 推計平均在院日数 × 入院の 1 日当たり医療費 

推計新規入院件数 

 

推計新規入院件数 ＝ 受診率（件） ×  

入院医療費 

入院医療費 ＝ 入院受診延日数×入院の 1 日当たり医療費 

＝ 推計新規入院件数×推計平均在院日数×入院の 1 日当たり医療費 

＝ 推計新規入院件数×推計 1 入院当たり医療費 

資料：厚生労働省「推計新規入院件数、推計平均在院日数及び推計 1 入院当たり医療費～入院医療費の 3

要素分解～」（https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken03/06.html）及び「推計平均

在院日数の数理分析(Ⅱ)」・「算定式と関係式一覧」（p.3）をもとに作成 

＊計算式における「月の日数」について 

【単月】の場合 
１ヵ月の暦日数。 

例）１月は 31 日。２月は 28 日または 29 日（閏年） 

【複数月】の場合 
複数月の日数の合計を月数で割ったもの。 

例）12 ヵ月の場合：365（閏年 366）日÷12＝30.42（〃30.5） 

月の日数＊―1 日 

月の日数―1 件当たり日数 

月の日数―1 件当たり日数 

月の日数―1 日 


